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12)急性腎不全を合併 し,透析療法 により救命

しえた重症急性輝炎の一例

丸山 費広 事林 浩司

要略 表裏 :蔑根 等慧(栄養新発田病院)

57歳男性.<飲酒歴>日本酒11.1合/tl.<税病燃>-'--rL-

滴検査.CT所見 (g･raderV)よi)急件輝炎と診断し

入院した.<入院時規症>意識清明で あ っ た が.ショッ

ク,DIC,急性腎不全が認められた∴平成8-fF牡治性陣

疾患分科会の降炎重症度スコアより厳重症輝炎と診断し,

FOY 人遠投FjL,rlJりナスタ+ン,eDP･--コリン,IMP

/℃S,dopanlinpを点滴開始した.腎不全に対し,入院

1巨-1F"lに4時間.i)ilFlに8時間の血液透析を行った.

経過とともにlflL中アミラーゼ.クレアチニン,尿量は改

善が認められ36EJt~-1に退院となっJ+I.本症例は初期Jft1滴

透析により救命しえたと考えられた.

13)I'-]己免疫が関与していると考えられた慢性

輝炎の1剛
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今lll11花々は自己免疫的粍序の関与が考えられた慢性陣

炎にステロ1'ドを投与し,症状∴画儒JI.改苦をみた 1例

を経験したので報告する.症例は,58撮女性.褐色尿,

上腹部痛を主訴に近医受診し陣頭那覇の疑いで当科紹介.

CTで輝の滞慢性睦大,ERePで トー部胆管狭窄と障頭

部における主将管の不整狭窄懐を示し,戯管造影では上

勝管膜静娘の狭窄を認めた.血液検査所見では好酸球の

増加,㍗---グロブリン.lgA が上昇 し RA t.estが陽

性であった.lil-_よりいわゆる ■̀自己免疫性輝炎''を

強く疑い開腹下降生検を施行.術中所見では輝のびまん

性腺人 ･硬化を認め.病理学的には悪性所見はなく.陣

中港内外の炎症性円形細胞浸潤と高度の線維化を認めた.

自己免疫性輝炎の診断でステロイドの投与を開始し,臨

床症状,血液検査,画像所見上明らかな改善見た.

1こ4)揮頭部癌に対す る経 1)ザ-バー的動注化学

療法の経験
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消化器内科

手術不能障頭部癌6例に対 し集学的治療の ∴毘とし

緯 リザーバー的動注化学療法を施行 した.勅注薬剤

は FE入:･Ⅰ(5-FLT,EPIR.MMC)orPMUFJ変法

ensin-Ⅲを抗癌剤と同時勅注.5f鞘二放射線外照射45

-50Gyを併乱 6例全例に障原発巣の縮小効果およ

び肝転移巣の抑制を認めたが.腹膜播桂抑制効果は乏し

かった.死亡⊥1刑の~･I;一均Ll･'_在期間はL164日,平均在宅期

間は331r十ぐ∴Li院での過去5年間の動注非施行群と比

し良好な成帝を示し.外科的切除群 Ll!J･均生存期間323

日)にも匹敵する成鍵を認めている.しかし,6例申4

例に腹痛,食思不振を伴う十二指腸粘膜病変をみ,継続

治療を困難とした点が澄夫の課題と考える,

15)血友病 A を合併した進行食道癌患者の1

手術例

相中 典生･下川 聡
武田 信夫 事坪野 俊広
伊藤 寛晃 ･青木 賢治I::･立 言 ∴ :

lTlildtI,peの血友病 A を合併した進行食道癌患者

に対する1手術例を経験したので報苦する.症例は72歳

の男性で,家族歴で祖父と3人の兄弟が血友病である.

既往腔で.6歳の時から･4回軽度の切創かLT)の出血が.lL･.

血されず.40歳の時初めて血友病と診断された.4上1歳の

時急性虫垂炎で手術した際,第Ⅷ固-117tL舌性をモニターし

つつ,第Ⅷ因子製剤が投与された.今lLjlは.吐血,ター

ル便にて発症し緊急入院.精杏にて.胸部進行食道癌と

診断された.3領域部活を伴う食道亜全摘術が施行され,

alnO.R口,CI口の cul,ativeresectionであった.闇

術期には,虫垂切除時の第Ⅷ因子活性の推移を参考にし

て凝E-!別称f･活性を60%以上に保つことを目標に,術前H

よl)第7病[]までlE]2000単位の第Ⅷ因子製剤を投与

した.ト]標の Ievclは維持され出血による合併症は認

められなかった.血友病を合併する癌患者においでも的

確な凝固臥｢の投与により通常の1)ンパ節部活を伴う切

除術が可能である.


